
幼児の体験活動事業 

「３６の基本的な動きを取り入れた幼児の運動プログラム」 

１．趣旨 教育委員会・幼稚園・保育所・公立青少年教育施設と共に「３６の基本的な動き

を取り入れた幼児の運動プログラム開発・普及委員会」を立ち上げ、平成２８年度

に花山で開発したプログラムを花山青少年自然の家及び県内の幼稚園・保育所、県

内・近県の公立青少年教育施設において幼児・親子に普及する。 

２．開発・普及委員（五十音順） 

社会福祉法人茱の木 保育所森のくまさん 副主任  及川 滝太 

栗原市立一迫幼稚園 園長 小野寺玲子 

宮城県北部教育事務所栗原地域事務所 次長 千田 知幸 

大崎市立古川西保育所 主任 手島美奈子 

山形県神室少年自然の家 研修主事 福澤  徹 

  登米市立新田幼稚園 園長 松ケ根幸子 

国立花山青少年自然の家 所長 松村 純子 

（事務局：八鍬企画指導専門職・山田企画指導専門職・田村事業推進係員） 

３． 開発・普及委員会の概要 

期 日 内 容 

１ 
平成 29年 

7月 25日（木） 

①委員会の趣旨および役割分担について

②試行事業の内容について

③幼児の運動プログラムの開発・普及内容について

２ 
平成 29年 

12月 19日（火） 

①今年度の試行事業について

②平成２９年度版ガイドブックの構成について

③原稿執筆の依頼と締め切りについて

④３６の基本的な動きを取り入れた幼児の運動プログラム

試行実施の歩数データについて

３ 
平成 30年 

2月 28日（水） 

①平成２９年度版ガイドブックの活用方策について

②平成２９年度の幼児の運動プログラムの開発・普及委員会の

まとめ

③平成３０年度の幼児の運動プログラムの開発・普及委員会の

方向性について

４．主な活動 

ターザンロープ 雪玉積み 
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５．実施状況   

No. 幼稚園・保育園・保育所名 実施日 
年

少 

年

中 

年

長 

こども

計 

保護

者 

先

生 

大人

計 

合

計 

1 大崎市古川西保育所 5/24 21 20 21 62 62 10 72 134 

2 さくら学園認可保育所みどりご園 6/30     25 25   6 6 31 

3 栗原市立一迫幼稚園 9/26     48 48   5 5 53 

4 社会福祉法人こばと保育園 9/29 12 14 14 40 40 6 46 86 

5 さくら学園さくら幼稚園 9/30     63 63   15 15 78 

6 大崎市岩出山保育所 10/11     33 33   7 7 40 

7 登米市立新田幼稚園 10/13   14 17 31   8 8 39 

8 大崎市たんぽぽ保育所 10/18     15 15 15 4 19 34 

9 大崎市古川西保育所 10/19     19 19   5 5 24 

10 医療法人社団ほのぼの保育園 10/27     12 12   3 3 15 

11 栗原市立志波姫幼稚園 1/12     25 25 23 5 28 53 

12 栗原市立一迫幼稚園 1/18     46 46   5 5 51 

13 大崎市立大貫幼稚園 1/30     9 9   4 4 13 

14 大崎市古川西保育所 2/6   19   19   4 4 23 

15 社会福祉法人北上保育園 2/10 1 2 11 14 21 4 25 39 

16 教育事業リックファミリーキャンプ 2/24～25 8 4 6 18 22   22 40 

17 
社会福祉法人茱の木 

保育所森のくまさん 

3/16～

3/17 
  17 17  5 5 22 

 合計人数   42 73 381 496 183 97 280 775 

※太字は、幼児の運動プログラム開発・普及委員の園による試行事業 

 

６．成果・課題 

 （１）成果 

   ①ガイドブック「リックと一緒に花山で遊ぼう！vol.2」を開発・普及委員の助言を得

て申し込みから当日の流れまでを記載し、作成することができた。 

②幼児とその保護者及び指導者７７５人が「３６の動きを取り入れた幼児の運動プロ

グラム」を体験することができた。 

③「３６の基本的な動きを取り入れた幼児の運動プログラムの取組と活用事例を「全

国青少年教育施設所長会議・施設研究集会」と「第１０回東北地区青少年教育施設協

議会」で事例発表した。 

 （２）課題 

   ①施設職員の誰でもが、「３６の基本的な動きを取り入れた運動プログラム」の指導者

及び広報者になれるよう本事業の共通理解を図り、マスコット「リック」と活動す

るというストーリーを作成する必要がある。 

    ②次年度に向けて、キャンプ場のフィールドの整備が必要である。   

 （３）活用事例 

「幼児の運動プログラム開発・普及委員会」において、委員の園及び青少年教育施設

での活用事例を収集し、ガイドブック「リックと一緒に花山で遊ぼう！vol.2」に記載す

ることができた。 

 

担当：所長 松村 純子 
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